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法人紹介
• 名称 社会福祉連携推進法人ありがとう安心サポート協会
• 社員
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社会福祉法人
武蔵野療園

社会福祉法人
世田谷区社会
福祉事業団

社会福祉法人
敬和会

社会福祉法人
湘北福祉郷

社会福祉法人
共生会

社会福祉法人
吉賀町社会福
祉協議会

都道府県名 東京都 東京都 神奈川県 神奈川県 神奈川県 島根県

市区町村名 中野区 世田谷区 厚木市 相模原市 藤沢市 吉賀町

高齢者福祉関連事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者福祉関連事業 〇 ○

児童福祉関連事業
（障害児福祉関連事業

以外）
○ 〇

上記以外の福祉
関連事業

〇

医業 〇

１億円以上
５億円未満

○

５億円以上
10億円未満

○

10億円以上
20億円未満

○ ○

30億円以上
40億円未満

○ ○

収益規模

実施事業

【各社員法人
の所在地】

【社員法人名】



設立の経緯
• 外部環境の変化
人材の確保が困難、収益性の確保が困難、
情報・ノウハウの革新と変化への対応が困難

• 共通する課題と対応の必要性
採用力の向上、育成力の向上、生産性の向上、
最新情報やノウハウの活用と実践

• 次世代に、より強い経営基盤を継承するために
法人単位のＫＫＤからの脱却、業務標準化、
経営管理手法の確立（新規事業の構築、
収益性向上、ジョブ型人事制度の共有など）
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取り組み１～地域福祉支援業務～
【高齢者等終身サポート事業】
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ケアマネ範
囲外業務

•疲弊と離職、志望者減少の
原因

•支援ニーズの高まりと対応
の必要性

不適切事例
の増加

•意思決定力の不足から詐欺
的被害増加

•事業者への監査介入の無い
実情

監査の入る
社福が行う

•第三者の目が行き届く
•ノウハウの構築／弁護士連
携／不動産事業者連携／金
融機関連携／寺院連携

•次世代管理者への事業創造
経験

弁護士・金融機関など連携先を確保し、テストケースを実施中。
価格設定など詳細を定め、令和８年度から完全実施へ。



取り組み２～人材確保等業務～
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【地域(社員)間人材シェアリング】
•共通のマニュアル「あがるスタンダード」を使って業務標準化を
行い人材シェアの土台を構築

業務水準の共通化・標準化

•社員法人ごとの就業規則類を可能な限り共通化する内容に改定

連携可能な就業規則類へ改定

•各社員法人の要員基準を定義して生産性を最適化

収益性担保の基準となる「要員基準」

•各地域の補助金や助成金を活用できるように調整

各地域の人材確保施策を活用

•連携により人材育成を深化させるセンター機能を構築

人材開発・キャリアセンターの構築

•大量採用を可能とし、定着率の底上げに活かす

海外人材の採用ロットの最大化

•連携法人共通の生損保やＤＣなどの設定

福利厚生の充実化

育成環境
の協働化

採用

定着

人材シェアのテストケース開始に向けて、
条件整理を実施中。
令和８年度から本格実施へ。



取り組み３～災害時支援業務～
ニーズの事前把握

• 災害時連携を希望する社員のニーズ調査、社員間のマッチ
ング支援、調整を行う。
社会福祉連携推進法人版BCP（連携版BCP）の
策定や避難訓練の実施

• 社員法人のBCPに加え、想定を超える事態が発生した場合
に対応するための連携版BCPの策定、共有、活用に向けた
支援を行う。
被災施設に対する応急的な物資の備蓄・提供

• 災害時においても、一定の物資等が補給できるよう共同備
蓄庫の設置を検討する。
被災施設の利用者の他施設への移送の調整

• 被災を免れた施設で通所介護事業所を有する場合、当該通
所介護のスペースをご利用者と被災施設職員（家族を含
む）の移送場所として計画し、受入れ想定数を把握、発災
時のスムーズな連携に向けた訓練を実施する。
被災施設で不足する人材の応援派遣の調整

• 連携版BCPに基づき、連携法人間での応援派遣を実施する。
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【災害時の社員間支援】

各社員法人ごとに２～３名程度を選出し、
防災士資格を取得中。評議会構成員などの意見を頂き
ながら、地域の防災資源や社員間での連携の前提作り
を開始。



～取り組みによって現れている効果～
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【地域(社員)間人材シェアリングから新事業が派生】



～取り組みによって現れている効果～
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【社福職員の信頼感醸成と意識改革】
１．非本来業務へのアプローチで職員信頼度UP
２．ゼロをイチにするやりがい

委員会メンバー
は、ゼロをイチ
にする機会を得
ることで、仕事
に対する意識が

変革



• 人材確保等業務におけるキャリアセンターの構築
• 経営支援業務における海外人材採用支援

• 経営支援業務におけるレセプトセンターの構築 などを目指し
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• 次世代を担う福祉の実践者達に、より強い経営基盤を残したい
• ニーズの変化へ即応できる体制と組織風土を構築したい

• 地域差による社会保障サービスの穴をあけない工夫の創造をしたい
• 制度外事業を活用した職員への処遇改善の道を作りたい

• 地域の信頼に応えることのできる法人力を創りたい
など前向きな意見も出てきており、本業とのシナジーも上がっています

～取り組みによって現れている効果～
【社福職員の信頼感醸成と意識改革】
３．連携法人は課題へ向き合う最適な手段
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